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３青梅橋

野火止用水の開削、新しい広域交通路(現・桜街道)の開設に伴い、従来の交通の形が変わってきま

した。

・府中から丘陵南麓の集落を結ぶ｢村山道｣

・箱根ヶ崎から田無を結ぶ旧江戸街道(現・新青梅街道の一部)

・箱根ヶ崎から小川村を経て田無を結ぶ新街道(東大和市内では桜街道)

この変化と共に野火止用水を渡る橋のたもとにたまり場が形成されました。休憩所の茶店と馬宿で

す。稲荷社や庚申塔がまつられ道しるべの役割を担いました。天保 5年(1834)に出された御嶽菅笠に
は次のように描かれています。

図中の稲荷社は一時、現在の東大和市駅広内にありました。駅広造成により、現在は 200メートル
ほど東に遷られています。

東大和市駅広の頃の瘡守稲荷 現在の瘡守稲荷



- 2 -

青梅橋付近の近況

青梅橋の橋脚と庚申塔、左歩道の辺りに野火止用水が流れていた

この庚申塔には道しるべが刻まれ

ています。

駒型 小松石

塔身右側面

安永五歳申二月吉日(1776)

北 山くちみち

西 おうめみち

塔身左側面

東 江戸

道

南 八王子

武州多摩郡小川邑講中二十人

青梅橋橋柱 年代不明 庚申塔
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Ⅳ参考

野火止用水分水口付近の行政界は複雑です。かっての村の時代の姿を参考までに復元しておきます。


